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一

九

世

紀
末
～
一

九
二

〇
年
代
の

ア

メ

リ

カ

労

働
史
の

統
計
的
概
観

( 1 )
一

九 世 紀末 一
一

九 二 ○ 年代 の ア メ リ カ 労働史の 統計 的概観

本
稿
ほ

｢

ア

メ

リ

カ

労
働
組
合
史
研
究
+

の

冒
頭
に

お

か

れ

た

部
分

で
､

行
論
の

各
章
で

し

ば

し

ば

引
照
す
る

た

め
に
､

便
宜
上
､

最
初
に

ぬ

き

出
し

た

も

の

で

あ

る
｡

全
体
の

構
成
に

つ

い

て

は

本

稿
の

｢

付

記
+

を

参
照
さ

れ

た
い

｡

本
年
度
の

『

一

橋
論
叢
』

で

ほ

四

回

に

わ

た

っ

て

右
研
究
の

分
載
発
表
の

機
会
を

与

え

ら
れ

た
｡

記
し

て

謝
意
を

あ

ら
わ

し

た

い
｡

領
土
の

拡
大

一

七

八
三

年
に

独
立

を

達
成

し
た
､

十
三

州
か

ら

成
る

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
は
､

一

七

八

七

年
の

政

令
に

よ

っ

て
､

津

田

真

激

北

東
領
域
に

対

し
て

は

五

つ

以

上

の

州

を

設

け

な
い

こ

と
､

お

よ

び

人

口

六

万

人

以

上
に

達
し

た

地

域
は
､

ア

ン

グ

ロ

サ

ク

ソ

ン

の

基
本
的

自
由
権
を

与

え
ら

れ

て

合
衆
国
に

加

入
で

き
る

こ

と

と

し
､

ま

た

南
西

領
域
に

つ

い

て

は
､

奴
隷
制
度
を

や

め

る

こ

と

な

く

合

衆
国
に

加

入

す

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

し

た
｡

こ

の

政

令
に

そ

っ

て
､

一

八

〇
三

年
か

ら
一

八

五

九

年
ま
で

に

現

在
の

中

西
部
諸

州

が

合
衆
国
に

加
入

し
､

そ

の

ほ

か

に
一

八
一

二

年
に

は

フ

ラ
一ン

ス

と
の

闘
い

に

よ

り
ル

イ

ジ

ア

ナ

を
､

ま
た

メ

キ

シ

コ

と
の

聞
い

で

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

お

よ

び

こ

れ

と

テ

キ

サ

ス

と

の

中

間

地

域
を

獲
得
し
､

ま
た
一

八

四

五

年
に

は

テ

キ

サ

ス

共
和

国
を

併
合

し
て
､

ア

ラ

ス

カ
･

ハ

ワ

イ

を

除
く

現

在
の

ア

メ

リ

カ

合

衆
国
が

完
成
し

朗



一 橋論叢 第六 十 三 巻 第五 号 ( 2 )

四

〇

年
間
に

人
口

は

二

倍
に

増
加
し

た
｡

人

種

別

構
成
を

見
る

と
､

(

1
)

た

の

で

あ

る
｡

人
口

お
よ

び
就

業
人
口

に

示

す
と

お

り

で

あ

る
｡

一

八

九

〇

年
以

降
の

人
口

は

第
1

真

一

八

九
〇

年
か

ら
一

九
三

〇

年
ま

で

の

第 1 表 ア メ ワ カ 合衆国人 口

次l 給 人

(1 8 9 0 - 1 9 3 0)

( 単位千人)

年 口l 非 白 人l 晶 人】自 人
う ち外 国

出生 者

6 2
,
9 4 8

7 5
,
9 9 5

9 1
,
9 7 2

1 0 5
,
7 1 1

1 2 2
,
7 7 5

3 5 8

3 5 1

4 1 3

4 2 7

2
,
0 2 0

7
,
4 8 9

8
,
8 3 4

9
,
8 2 8

1 0
,
4 6 3

1 1
,
8 9 1

5 5
,
1 0 1

6 6
,
8 0 9

8 1
,
7 3 2

9 4
,
8 2 1

1 0 8
,
8 6 4

9
,
2 5 0

1 0
,
3 4 1

1 3
,
5 1 6

1 3
,
9 2 1

1 4
,
2 0 4

備考 ･ 1
･ 非白人 とほ イ ン ディ ア ン ･ 東 洋人そ の 他で 1 8 9 0 - 1 9 2 0 年までモミメ キ シ
コ 人 は白人 に含 まれ , 1 9 3 0 年に 白人か ら除外 され て 非白人に 入れ られ た .

2 ･ 外国出生者Iま白人 で あ っ て外国 で生 まれ た者 を さす .

出典 : Ⅴ ･ S ･ B - 1 r e a 1 1 0f 址 e C e n s u s
,
A t〉St T a C t Of 址 e F ift e e n 払 C e n s n s .

1 9 3 1 か ら作成 .

第 2 表 ア メ リ カ 合衆国 移民 人 口 ( 1 8 41 - 1 9 2 9)

( 単位 : 1 , 0 0 0 人)

年 代 i 移 民 数 年 代 移 民 数

白
人

の

う

ち

外

国
か

ら
の

移
住

者
は
一

八

九

〇

年
の
一

四
･

七
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
一

九

〇
〇

年
に

は
一

三
･

六
パ

ー

セ

ン

ト
､

と

下

っ

た

が
一

九
一

〇

年
に

は
一

四
･

七
パ

ー

セ

ン

ト

と

増

加

し
､

こ

れ

以

後
一

九
二

〇

年
に

は
一

三
･

一

パ

ー

セ

ン

ト
､

一

九
三

〇

年

0

0

0

0

0

5
′
L

U

-7

8

0
ノ

0

0

8

8

8

8

1

1

1

1

1

”

”

～

”

”

l

l

l

l

1

4

5

′

D

7

8

Q
U

8

8

8

8

1

1

1

1

1

3

8

5

2

7

1

0
ノ

l

1

4

7

-
.

⊃

3

8

2

1

2

2

2

5

1 8 9 1 ′ } 1 9 0 0

1 9 0 1 ′ - 1 9 1 0

1 9 1 1 ” 1 9 2 0

1 9 2 1 ” 1 9 2 9

′

h
)

7

】7
0

0

3

8

5

つ

J

出典 ‥ C o m m i s si o n e r G e n e r al o f I n m i
g r a t i o n , A n n 血 1 R e p o Tt f o r

t b e 万
､

i s c a l Y e a r E n d ed J u n e 3 0
,
1 9 29

,
1 9 29 .

第 3 表 ア メ リ カ 合衆 国就業者 数 ( 1 8 9 0 ” 1 9 3 0)

( 単位 : 1 , 00 0 人)

1 0 ′ } 1 5 歳
の 男女

次年 就 業者 総数 男 女

0

0

0

0

0

q
ノ

O

1

2

3

8

q
′

0
ノ

9

9

2 3
,
3 1 8

2 9
,
0 7 3

3 8
,
1 6 7

9 1
,
6 1 4

9 8
,
8 3 0

1 9
,
3 13

2 3
,
7 5 4

3 0
,
00 2

3 3
,
0 6 5

3 8
,
0 7 8

4
,
0 0 6

5
,
31 9

8
,
07 6

8
,
5 5 0

1 0
,
7 5 2

6 03

1
,
7 5 0

1
,
9 9 0

1
,
0 6 1

6 6 7

出典 = ロ ･ S ･ B n T e 弧 O f t b e C e n s n s
,
T 山 r t e e n t ll C e n s u 畠･ V o l ･ ⅠⅤ

,

P o p n l a t i o n , O e e u p at i o n ; E l e ▼ e n t b C e n s u s I F ift e e n 也 C e n s u s
,

ア o p u l a t i o n V ol . か ら作 成 .
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( 3 )
一

九 世 紀末 一
一

九 二 ○ 年代 の ア メ リ カ 労働史 の 統 計的 概 観

キ

に

は
一

丁
五

パ

ー

セ

ン

ト

と

下
っ

て

い

る
｡

ま

た

黒
人

は
一

八

九

〇

年
の

一

一

･

九
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

漸
減
し

っ

つ

一

九

三

〇

年

の

九
･

七
パ

ー

セ

ン

ト

に

至
っ

て

い

る
｡

一

九
一

〇

年
の

外

国
出

生

者
の

比

率
の

増
加
は

も

ち

ろ

ん

急
激
な

移
民
の

増
大
に

よ
っ

て

も

た

ら
さ

れ

た

も

の

で

あ

る
｡

第
2

表
は
一

九
二

九

年
ま

で

の

移

民

人

口

の

変
化
を

示

す
｡

こ

の

表
に

よ
っ

て

移
住
民

の

増

加
の

ビ

ー

タ

が
一

八

八
一

-
一

八

九

〇

年
代

と
一

九

〇
一

～
一

九
二

〇

年

代
に

あ

る

こ

と

が

分
る
｡

一

九
二
一

年
以

降
の

移
民
の

急

減
は
一

九
一

七

年
法

お

よ

び
一

九
二

四

年
法

に

よ

る

移
住

民
に
■
対

す
る

厳

(

2
)

重

な

制
限
の

実
施
に

よ

る

も

の

で

あ

る
｡

一

九

〇

〇

年
以

前
の

移

民

と
一

九

〇

〇

年
代
の

移
民

に

は

極

端
な

相

違
が

あ

る
｡

即
ち
､

一

九

〇

〇

年
以

前
の

移
民
の

九

割
近

く

は

北

欧
･

西

欧

諸

国
か

ら

の

移
民

か

ら

成
っ

た

が
､

こ

の

比

率
は
一

九

〇

〇

年
を

境
に

全

く

逆
転
し

て

南
欧
･

東
欧

諸

国
か

ら
の

移
民

が

主

力
と

な
っ

た
｡

と

く
に

イ

タ

リ

ア

か

ら
は
一

九

〇
一

～
一

九
二

九

年
に

約
三

六

〇
万

人
の

移
民
が

入

国

し

た
｡

一

般
に
一

九
〇

〇

年
以

前
の

中
に

ほ

熟

練
労
働
者
が

多
く

ふ

く

ま
れ
､

一

九

〇
〇

年
以

後
の

移
民

ほ

ほ

と

ん

ど

す
ぺ

て

が

不

熟
練
者
で

あ

り
､

と

く

に

イ

タ

リ

ア

人
が

そ

う

(

3
)

で

あ
っ

た

と

い

わ

れ

る

の

も
こ

の

こ

と

と

関
係
し
て

い

る
｡

つ

ぎ

と
こ

の

年
代
の

就
業
者
数
を

第
3

表
で

示

す
｡

こ

の

表
に

よ

れ

ば
一

九
一

〇

年
の

女

子

就

業
者
は

全

就
業
者
の

二

六
パ

ー

セ

ン

ト

を

占
め
､

ビ

ー

タ

を

示
し

て

お

り
､

ま

た

児
童
就
業
者
が
一

九

〇

〇

年
に

は

六
パ

ー

セ

ン

ト
､

一

九
一

〇

年
に

は

五

パ

ー

セ

ン

ト

を

占
め

て

い

る

こ

と

が

知
ら
れ

よ

う
｡

(

l
)

P

｢

内
①

ヨ
m
e

諾
1

呂
P

C
･

C
･

l

O

n
e
∽
､

A
m
e

2 .

口

呂

官
?

n
O

邑
O

H
-

払

t

O
→

ゴ

ー

諾
¢
-

匂

勺
･

や

¢

-
-

2
･

な

お

ア

メ

リ

カ

史
の

概

観
に

は
､

A
-

-

p

日

当
e

5 .
n
∽

巴
乙

H
e

n
→

叫

S
t

e

e
-

¢

C
0

2
2

品
e

J

→
す
0

ワ
リ
O

打
t

H

ロ

答
じ

り

叫

○
巾

t

ビ
e

q

已
叶

e

P

S
t

p
t

e
払
-

い

a
･

e

チ

一

浩
小

(

邦
訳

『

ア

メ

リ

カ

史
』

原

書

房
昭

和
三

七

年
)

が

最
良
の

も

の

の

一

つ

で

あ

ろ

う
｡

(

2
)

こ

の

時

期
の

移
民
の

概

観
お

よ

び

移
民

制
限

法
の

発

達
に

つ

い

て

は

依

然

と

し
て

ロ

ワ

P
e

m
c

O

E
e

→

こ
日
m
-

笥
払

己
○
ロ

こ
n

.

賢
?

-

○

召
○
巾

P
p

ぎ
1

-

n

-

F
2

q

2 .
t

e

P

S
t

P
t

e
∽
-

-

翌
仇

-
-

巴
N
)

く
○
-
･

I

H
H

∽
e

O

J
C
ビ

名
t
.

H
H

､

-

冨
山

が

有

益
で

あ
る
｡

(

3
)

例

え

ば
一

八

八
二

年
に

は

北
･

西

欧

系

移

民
は

八
六
･

九
パ

ー

セ

ン

ト
､

甫
･

東
欧

系
移

民

は
一

三

･

一

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

た

が
､

一

九
一

四

年
に

は

前

者
は
一

五
･

五
パ

ー

セ

ン

ト

に

下
り
､

後

者
が

八

四
･

五
パ

ー

セ

ン

ト

と

な
っ

た
｡

移

民

は

入

国

し
て

直

後
は

な

ん

で

あ

れ

最

下

層
の

職

業
お

よ

び

生

活

か

ら

は

じ

め

な

け
れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

が
､

ア

イ

ル

ラ

ン

ド
･

ウ

ェ

ー

ル

ズ

･

ド

イ
ツ
･

ス

エ

ー

デ

ン

な

ど
の

酉
･

北

欧

系
移

民
は

直

ち

に

そ
の

環

境
を

脱
し

て

上

向

移

動
す

る

傾

向

が

あ
っ

た

と

い

う
｡

H
e

l

日

昌

ロ
e
-

P

2

賀
､

ヵ

邑
巴

句

告
t

O

認

許

A
m
e

→

訂
巴
-

一

日

P

仁
∽
t

H

ゴ

ー

芝
-
-

p

P
-

当
1
-

声
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一 橋論叢 第六 十 三 巻 第 五 号 ( 4 )

第 4 表 産業別 労働力構成 ( 1 88 0 ” 1 93 0)

( % )

1 8 8 0 l 1 8 9 0 l 1 9 9 0 l 1 9 1 0 020ノl 1 9 3 0

農 林 漁 業

鉱 業

製 造 業

運輸通信業

商 業

公 務

サ ー ビ ス 業

事 務 職 業

0

7

1

0

0

0
ノ

8

0

0
ノ

0

1

2

4

】7

0

2

0

5

2

1

計 J l O O .0

4

9

】7

0

8

q
′

4

0

3

1

3

′

b

8

0

3

2

A
T

2

1

2

4

8

-

7

′

Q

O

8

5

8

2

4

′

b

O

l

つ
J

2

3

2

1

1

1 0 0 . 0 事 1 0 0 . 0

′
+

U

′
L

U

5

1

】7

2

】7
′

D

1

2

8

】7

q
/

1

4

4

3

2

1

′

b

`

U

3

3

0

】

7

1

3

7

2

0

7

0

1

っ
J

7

2

3

1

1

00010001

q
′

0

9

0
ノ

5

8

只
)
2

1

2

8

-7

2

1

′

O

D

O

2

2

1

1

1 0 0 .0

借着 : 1 ･ 職業別分類 に よ る 1 0 歳以上 の 穣得労働者 .

2 ･ 出典 : S i x t e e n 仏 C e n 馳 5 0 f t 五e ロ n it e d
O e e n
p
at i o n a l S t at i st i c s f o 一 也 e 甘 n it e d S t a t e s

,
1 8 7 ( - 1 9 4 0 .

S t at e s
･
1 9 4 0

･
P o p l ll a ti o n ; C o n p a r a ti v e

第 5 表 ア メ リ カ 合衆国職業別就業者数 (1 9 0 0 - 1 9 3 0)

( 単 位千人)

職 業

専門 ･

技術 職 お よ び 類似職

農業主 お よ び農 業麓営者

非農 業 企 業所 有者 お よ び経 営者

書記 的職業 従 事者

販 売 職 業 被用 者

熟練 職 種 お よ び職 長

半熟練職種

家 内 サ
ー ビ ス 業従 事者

サ ー ビ ス 業被用 者

農 業 労働者 お よ び 監 督者

不 熟 練労 働者(貴 ･ 鉱業 を除 く)

合 計

1 9 0 0 】 1 9 1 0 l 1 9 2 0 f 1 9 3 0

4

3

9

-7

】7

2

】7

Q
′

】

7

5

0

っ
J

′

D

q
ノ

】7

0

′

b

l

-

7

4

2

2

2

7

3

8

1

J

O

-

7

5

0

1

`

U

l

亡
J

2

1

3

3

1

1

5

一

J

8

1

J

O

O

7

5

6

5

1

1

0

(

古

5

｢

0

2

ハ

0

5

1

■7
亡
J

l

】7

7

′

O

1

-

J

9

】7

3

3

8

】7

3

4

,

,

,

-

,

-

-

,

,

,

_

l

∠

U

2

1

1

4

5

1

1

5

4

2 9
,
0 2 0 i 3 7 ,2 92

3

2

2

5

q
/

2

(

8

1

1

8

3

鵠

4 4

幻

3 8

0 5

4 8

5 5

4 1

知

9 4

9 0

,

,

,

-

,

■J

,

,

,

●
′

_

2

∠

U

2

3

2

5

′

D

l

1

4

4

1

2

′

b

′

b

O
ノ

′

b

(

ソ

8

4

0

5

1

3

2

4

一

さ

4

7

q
′

7

0
ノ

3

3

0

′

b

3

0

2

′

b

q
′

】7

2

3

,

,

,

I

I

-

,

,

,

l

●

3

′

q

3

4

3

/

b

】7

1

2

4

5

41
,
2 0(i r 4 8 , 68 6

出典 ; ロ･ S ･ B n r e a n o f tll e C e n s 叫
1 9 0 0 t o 1 9 紬

,
1 9 5 8 . か ら作成 .

O c e n p a t io n al T r e n d s i n t b e ロ n i t e d S t a t e s :

β4 β



( 5 )
一

九世 紀末 一
一

九 二 ○年 代 の ア メ リ カ 労働 史 の 統 計 的 概 観

i移

民

労

働
者
の

問
題
に

つ

い

て

は

望

月

清

人

『

ア

メ

リ

カ

労
働
政

策

史
研

究
』

ミ

ネ

ル

ヴ
ァ

書

房

昭

和
四

四

年
の

第
八

草
を

参
照

さ

れ

た

い

｡

二

産
業
別
･

職
業
別
就
業
者

第
4

表
は

産
業
別

労
働
者
数
の

配

分

此

率
を

見
る

目

的
で

掲
げ

た
｡

こ

れ

に

よ

れ

ば
､

農
林
漁
業
労

働
者
は
一

八

八

〇
～
一

八

九

〇

年
に

大
き

な

比

重

を

占
め
､

以

後

急

減
し

て

い

っ

た

こ

と
､

そ

の

他
の

産
業
で

は

製
造

業
を

筆
頭
と

し

て

漸
次

増
加
し

て

い

っ

た

こ

と

が

よ

く

分
る
｡

就
業
者
の

職

業
別

配
分

は

第
5

表
で

与

え

ら

れ

る
｡

当

面
､

こ

の

表
で

は

被
用
者
を

中
心
に

し

て

見
て

い

き

た

い

が
､

半
熟
練
職

種
労
働

者
は

こ

の

期
間
に

激
増
し
て

二

倍
を

こ

え

た
｡

し
か

し

そ

れ

と

同

時
に

熟
練
職

種
労
働
者

も
こ

の

期
間
に
､

絶
対

数
は

や

や

低
い

が

同
じ
ベ

ー

ス

で

増
加
し

て

い

る

こ

と

を

見
落
し

て

は

な

ら

な
い
｡

こ

の

こ

と

は

こ

の

時
期
以

後
の

傾
向
と

は

大
き

な

相

違
の

あ

る

点
で

あ

る
｡

ま
た
､

不

熟
練

労
働
者
の

増
加
は

前
二

者
ほ

ど

顕
著
で

な
か

っ

た

こ

と

も

注

意
す

る

必

要
が

あ

ろ

う
｡

ま

た

事
務

職
員
の

飛
躍

的
な

増
加
が

こ

の

時
期
に

は

じ

ま
っ

て

い

る

こ

と

を

注
目

し

て

お

き

た

い
｡

つ

ぎ

に

今
ま
で

見
て

き
た

人

種
と

産
業
へ

職

業
を

結
び

つ

け

た
､

い

わ

ば
ア

メ

リ

カ

の

特
徴

と

も
い

う
べ

き

労
働
者
の

状
態

を

見
て

お

き

た

い
｡

そ

の

た

め

に

こ

の

時

期
の

代

表
的
な

製
造

業
と

さ

れ

る

鉄

鋼
業
と

製
肉
･

肉
柱
詰

業
を

と

り
あ

げ
て

み

ょ

(

4
)

う
｡

第
6

表
は

国

勢
調
査

に

よ

る

統
計
で

あ

る

が
､

こ

れ

に

よ

れ

ば
一

九
一

〇

年
ま
で

は

鉄

鋼

業
に

お

け

る

黒
人

労
働
者
の

比

率
は

大
き

な

も

の

で

は

な

く
､

労
働
者
の

大
半

は

移
民
で

占
め

ら
れ

て

い

た

こ

と
が

知
ら
れ

る
｡

し

か

る

に

第
一

次

大

戦
を

転
機

と

し

て

黒
人

労

働
者
が
一

挙
に

増
大
し
､

逆
に

移

民

労
働
者
は

絶
対

数
が

急

減
し

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

第
7

表
は
一

九
一

〇

第 6 表 鉄 鋼 業労働者 人 種 別 構成 ( 1 9 1 0 - 1 9 3 0)

総

数

1 9 4
,
3 2 9

2 5 8
,
8 3()

2 3 5
,
7 2 6

黒 人 ! そ のイ也人 種外 国 出 生 白人
ア メ リ カ 出生

白 人
年l

労働者 数1 百 分比桓附 数l 百 分 比労 働者 数L 百 分上ヒ次 恒働者数乍分比
l

1

0
ノ

∩
)

0

3

6 ･9 ㌻ 1 8 6

16 . 4 : 1 3 0

1 6 .5 1 9 ,2 1 7

1 3
,
4 1 7

42
,
4 45

3 8
,
9 15

0
ノ

/

h
)

7

9

1

0
ノ

′
L

U

5

【

､

U

108
⊂
J31

1 3 3
,
4 4 0

9 3
,
6 1 8

1

0

0
ノ

3

2

0
ノ

2

3

3

1 9 1 0 : 4 4 ,9 2 5

8 2
,
8 1 5

9 3
,
9 76

1 9 2 0

1 9 3 0

出典 : ロ . S . B 1 1 T e a n Of t b e C e n s n s , T b i Tt e e n 比 C e ニュS 1 1 S , F o 1 1 rt e e n t壬1 C e n s u s , F ift e e n t も C e n s u s ,

O c c u
p
at i o n a l S t a t i st i e s .
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橋 論叢 第 六十 三 巻 第五 号 ( 6 )

鈴
泄

浄
･

常
疇

軸
･

哺
幽
軸
･

荘
毒
軸

せ

昏
倒

栄
辱
海

→

顛
髄

淋
毒
辱

知

慈
償
雷

撃
薄
霧
宙
埠
壷
軸

無
蓋
洋
語
軸
紆
汁

q

顛
知

♯
軸
滑

落
墟
､

璽

軸

蔀
妙
埠

壷
軸

巾

8

達
8

轟
南
(

剖

撃
落
重
森
吋

雰
(

)

朝

野
落

顛
酋
培

恵
軸

別

十

沸
→

謝

罪
醤
油
埠

垂
軸
>
曲
聖
顔
盛
望
義
蕗
(

-

ど
○
､

-

巴
○
)

ト
ユ

ー⊥ ト⊥

ト▲ N く=〉 ･1 ゝ N し ユ

･lゝ ＼○ ･1
ゝ ト▲ ト▲ ト▲

㌣
山

中

00
.

u

ー

0

〇
.

〇

トJ ト▲ ト▲

し J C O しn C O .1 ゝ く′ヽ

U l ト⊥ ( ′ l ト⊥ し J (:氾

や
.

叫

N

仏
.

〇

ー

0

〇
.

〇

＼0 0 :) ロ ヽ ⊂ 〉 (= 〉 トー

(′ l ヽ
J-･ ロ ＼ ＼0 しJ ⊂〉

汁
¢

か

N
.

-

∝) トー

( ハ ト▲
. ⊂ 〉 ト▲ ト▲

.

し一 ヰ ･ : ､ ¢ ⊂ 〉 _ ト :

ー

0

〇
.

〇

ー

0

〇
.

〇

トー
▲

⊂〉 〔氾 N ⊂ 〉 (= 〉 く= 〉

､ J N N ヽ J ト
▲ N

与
.

い

叫

い
.

ひ

ー

0

〇
.

〇

N ト⊥ ト⊥

ト▲ ト
ー

(山 しJ U r い い

ト ▲ ○ヽ ト▲ しJ C O (′l ､ ヾ

くノJ

(: X)

く= 〉

ー

0

〇
.

〇

N ト⊥ ト⊥

N U ヽ しn ∞ こn リ ー

し′l N ､ J ＼0 くっヽ (′ l

ー
.

〇

N

h
.

か

ー

0

〇
.

〇

N ト⊥ ト▲

N ト ▲ N ト⊥ く⊃ トー

⊂ 〉 ヰ ー くっ 叫
､

J ロ ＼

ー
.

-

ヰ

p
N

ー

0

〇
.

〇

⊂〉 (カ U q N ⊂ 〉 ⊂) ⊂)

ト⊥ ＼0 ⊂〉 く= 〉 .ト く= 〉 ト
ー

0 0

P ･

ヰゝ :

ー

0

〇
.

〇

一声
昏

認
､

･J ト▲

い
:

- 仇 か N 0 0 0

L n ･ ヰ一 斗 N ⊂ 〉 U q ⊂ ) トー

ト▲

⊂ 〉

P
⊂ 〉

ゆ
>

知

ト+

＼1〇

ト▲

‾

訳
皿 亡

> 社
‾

預
江
> 梓

( = 〉

> 巾

8

弟達
l

封

>

妙
>

加

l- ▲
＼【)

配
Ⅲ･ 亡

> 払

1丑二き

国
王E

> 粋

しJ
1=〉

> 巾

8

茶壷

勤

>

E

芳
‖

P
･

∽
･

嬰
一

言

呂
0

=
訂
C
O

己

き

ゴ
F
-

ユ
e
e

已
F

C
e

日

昌
m

皆

ト

q

空

言
昌
旨

0

昌
2
恥

サ

ロ

音

声

年
と
一

九
三

〇

年
の

二

つ

の

時
期
を

と
っ

て

人

種
に

よ

る

職

種
別

の

相

違
を

み

た

も
の

で

あ

る
｡

こ

れ

に

よ

れ

ば

ア

メ

リ

カ

生

ま

れ

の

白

人
は

熟
練
職

種
(

∽

打

≡
e

ト

弓
0

サ

打
e

詔
-

P

i

3
ロ

P

ロ
ト

∽

t
e

e

-

賀
d

f

｡

蒜
2
e

n
)

･

棟
準

熟
練
職
種
(

警
p

ロ

計
a
O

言
f

t
り

)

で

平

均

を

大

幅
に

上
回
っ

て

い

る

が
､

こ

れ

と

同

時
に

半
熟
練
職

種
(

S
e

日
丁

賢
≡
e

P

弓
｡

旨
e

謡
)

の

全

般
的

増
加
に

伴
い

一

九
三

〇

年
に

は

半

熟
練
職

種
に

も

多
数
が

雇
用
さ

れ

て

い

る
｡

二

つ

の

年
で

最
も

大

き

く

変
化
し

た

の

は

移
民

白
人
で

あ
っ

て
､

一

九
一

〇

年
に

は

そ

の

七

剖
近

く
が

不

熟
練
職

種
(
】

P

ど
1

e

邑
に

あ
っ

た

の

に

対

し
､

一

九
三

〇

年
に

は

そ

の

多
数
が

半
熟
練
職

種
に

上

向

移
動
し
､

さ

ら
に

ア

メ

リ

カ

生

ま
れ

の

白
人

と

措
抗
す

る

程
度
に

標
準

熟
練
職

種
お

よ

び

熟
練
職

種
に

上

昇
し

た
｡

こ

れ

に

対
し

黒
人

は

依

然
と

し

て

大

部
分
が

不

熟
練
職
種
に

あ

り
､

半

熟
練
職
種
労
働
者
の

比

率
ほ

増
加
し

た

が

標
準

熟
練
職
種
お

よ

び

熟
練
職
種
で

は

逆
に

そ
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( 7 ) 一

九 世 紀末 ” 一 九 二 ○ 年代 の ア メ リ カ 労働史 の 統 計 的概 観

第 8 表 カ ー

ネ ギ
ー 製鋼 ア ′レ ゲ エ ー ･ カ ウ ン テ ィ ー工 場 に お け る

人 種別 ･ 職 種別 労働 者数 ( 1 9 0 7)

使 用 言 語職 種

英 語】外 国 語l半熟練職笹t不熟練職種熟 練 職 種
種 l 人 員

0

0

9 7

2

1

0
ノ

3

4

0

0

5

∠

U

5

1

3

9

2

8

0

t
J

2

0
/

7

2

7

3

+7

3

1

5

5

1

1

′

b

O

q
′

1

0

8

2

1

8

2

2

0
ノ

2

5

1

5

5

′

h

)

0
ノ

01

q
′

/

h
U

5

-7
′

0

′

b

7

】7
0

0

0

4

9

8

⊂
J

4

0
ノ

`

U

′

L

U

4

4

9

0
ノ

l

′
h

U

l

】7
】.

〇

5

つ
J

7

4

3

25

1

0

1

3

7

0

っ
J

2

0

0

7

7

3

0

0

4

0

0

5

1

1

3

1

1

ア メ リ カ 出 生 白 人

黒 人

チ
ュ

ー ト ン 人

人

人

ト

ブ

ル

ヲ

ケ

ス

そ の 他

0
/74】7

計 l 2 3 ,3 3 7 l 3
,
9 8 8 l 4

,
9 8 9 l 1 4 , 3 6 0 l 15 , 85 8

出典 : J . A . F it e b . でもe S t e e l W o T 七e r s , t b e I
,i tt sb n r g も Sl ユー ▼ e y , 1 9 11 , p ･ 別 9 ･

の

比

率
が

減

少
し

て

い

る

の

で

あ

っ

て
､

前
二

者
と

の

差

異
は

き
わ

め

て

明

白
で

あ

る
｡

第
7

表
は

ロ
･

S
･

ス

テ
イ

ー

ル

の

カ

ー

ネ

ギ

ー

製
鋼
の

エ

場
に

お

け

る

第
6

表
と

同

様
の

状

態
を

見
た
も

の

で

あ

る

が
､

こ

の

表

で

は

西
･

北

欧

系

移
民

(

チ
エ

ー

ト

ン

人
･

ケ

ル

ト

人
)

と

南
･

東
欧

系
移
民

(

ス

ラ

ブ

人
)

の

間
の

職
種
別

差
異
を

見
る

こ

と

が

で

き

る
｡

第
6

表
に

よ

れ

ば
一

九
一

〇

年
に

移
民

白
人
は

鉄
鋼
労
働
者
の

六

九
･

九
パ

ー

セ

ン

ト

を

占
め

た

が
､

第
7

表

で

も

チ
ュ

ー

ト

ン

･

ケ

ル

ト
･

ス

ラ

ブ

人
の

事
実
は

よ

く

適
合
し

て

い

る
｡

さ

て
､

第
7

表
に

よ

れ

ば

西
･

北

欧

系
移
民

は

そ

の

三

六
･

九
パ

ー

セ

ン

ト

が

熟
練
職

種
に

あ

り
､

ア

メ

リ

カ

生

ま
れ

白
人
に

お

け

る

比

率
よ

り

軋
エ
ロ

同

く
､

不

熟
練
職
種
に

は

三

二
･

三

パ

ー

セ

ン

ト

し

か

い

な
い

の

に

く
ら
ぺ

て
､

南
･

東
欧

系
移
民

は

熟
練
職
種
に

二

･

八
.

ハ

ー

セ

ン

ト
､

半
熟
練
職
種
に
一

五
･

〇

パ

ー

セ

ン

ト

し

か

お

ら

ず
､

ほ

と

ん
ど

す
べ

て

が

不

熟
練
労
働
者

(

与
)

で

あ
っ

て
､

黒
人

よ

り

も

低
い

地

位
に

あ

る

こ

と

が

分
る
｡

し

か

も

そ

の

過

半
数
が

英
語

を

解
さ

な
い

の

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

事
実

は

鉄

鋼

業
に

お

け

る

労
使
関
係
の

劣
悪
さ

と

労
働
組

合

組

織
の

困

(

6
)

難
と
い

う

事
実
に

大
き

な

影

響
を

与

え
て

い

た
｡

つ

ぎ
に

製
肉
お

よ

び

内
緒
話
業
に

眼

を

転

じ
て

み

よ

う
｡

製
肉

業
は

今
日

で

は

黒
人

労
働
者

を

き

わ

め
て

多
く

雇
用
し

て

い

る

こ

と

で

知
ら

れ

る

が
､

第
8

表
に

よ

れ

ば

そ

れ

は
一

九
一

〇

年
以

降
､

(

7
)

と

く
に

第
一

次

大
戦
を

通
じ

て

で

あ
っ

.
た

こ

と

が

分
る
｡

一

九
二

八

年
の

数

値
に

よ

っ

て

こ

の

業
種
で

は

黒
人
が

ア

メ

リ

カ

生

ま

れ

O
U

の

白
人

よ

り

も

絶
対

数
に

お

い

て

多
い

こ

と
､

ア

イ

ル

ラ

ン

ド
･

朗
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第 9 表 製 肉 ･ 肉経 詰製 造 業労働者 人種別構 成 ( 1 9 09 , 1 9 2 8)

1 9 2 8

員 ! 百 分 比

3

⊂
J

O
ノ

8

7

0

q
/

1

7

0
ノ

l

】7

5

つ
J

2

2

2

2

1

1 0 0
.0

イ
T

4

0

3

0

∩
フ

7

3

′

b

8

5

0

3

3

1

1

7 4 6

3 9 0

3 82

2 7 4

1 1
,
8 93

人

1 9 0 9

貞 l 百 分 比

0
ノ

0

-7

0

0

5

5

′

q

8

3

7

2

0

7

0

0
ノ

1

2

1

1

1 0 0 .0

1

0
ノ

3

0

1

4

5

0

っ
J

5

0
ノ

′

D

/

b

O

q
/

q
/

4

2

8

1

′

0

4

1

4

1

1

1

1

1 2
,
8 0 3

リ カ 出 生 白 人

人

ラ ン ド 出 生

ワ ニ ア 出 生

キ シ コ 人

ル ラ ン ド 出 生

イ ブ 出 生

ア メ

黒

ト

ポ

リ

メ

ア イ

ド

チ ェ
コ ス ロ バ キ ア 出 生

計

人

a n d tl l e C a l u m e t

( 単位 % )

C b i e a g o
t 血e ロ n it e d S t at e s

,

出典 = p a 111 S . T a y l o r
,
M e x i e a n L a b o r i n

R e
g i o n , 1 9 3 2 ･ p ･ 仏 教 字は シ カ ゴ の 二 つ 肉感詰工 場の もの .

製 肉 ･ 肉掟 語製 造業労働者人種別 ･ 職業 別 構 成 ( 1 9 3 0)
第 10 表

全 人 員

4

′

b

O
ノ

3

8

1

8

1

4

3

8

3

4

】7

1

∠

U

1

3

2

そ の 他

人 種

2

2

5

7

2

7

′

D

1

0

1

1

0

1

0

0

4

3

′

n
)

00010001

黒 人

l

1

0

っ

J

2

4

0
ノ

′

q

O

O

1

0

1

つ
J

3

0

4

5

1 0 0 . 0

声告
国

吋
0

/

b

′

b

1

8

0
ノ

′

0

5

【

J

4

3

3

5

′

D

2

0

4

3

1 0 0 .0

ア メ リ カ

出 生 白 人

8

4

2

0

2

0

A
T

1

5

0
ノ

2

4

5

3

1

0
ノ

l

1

3

1

1 0 0 .0

専 門 職 ･ 技 術 職 お よ び 管理 職

員

員

長

種

種

著

者

事 務 職

事 務 職

職 種 ･

職

準 職

練 職

殻

親

株

熟

全 作 業

熟 練 労 働

計

上

下

熟

標

半

保

不

出典 : Ⅴ ･ S ･ B u T e a Ⅶ O f t b e C e n s u s
,
F i ft e e n 也 C e n s n s 上 り作成 .

ド

イ

ツ

人

移

民

は
一

九

謝

二

〇

年
代

末
に

は

姿
を

消

し

つ

つ

あ

り
､

ま

た

東
欧

系
移
民
は
一

九

〇

九

年
に

は

労

働
力
の

主

力
を

な

し

た

が
､

こ

れ

も

次

第
に

減

少
し

て

い

る

こ

と

を

み

る

こ

と
が

で

き

よ

う
｡

一

九
三

〇

年
に

お

け

る

人

種
別

職
種
構
成

は

第
1 0

表
の

通
り

で

あ
っ

て
､

こ

れ

に

よ

れ

ば
､

こ

の

産
業
で

は

熟
練
職

種
･

標
準
職

種
の

比

重

が

鉄
鋼
業
に

比
べ

て

非

常
に

少

く
､

職
種
の

基

本
は

不

熟
練
職
種
に

あ

る

こ

と

が

分

る

が
､

黒

人

は

や

は

り

地

位
が

極



( 9 ) 一 九 世紀末 一
一

九 二 ○ 年代 の ア メ リ カ 労働史 の 統 計 的 概 観

､■-

､

ノ

端
に

低
い

こ

と

が

知
ら

れ

よ

う
｡

(

4
)

ケ

ム

マ

ー

･

ジ

ョ

ー

ン

ズ

は
一

八

五

九

年
と
一

九
一

四

年
の

統

計
か

ら
､

生

産
物

価

額
に

お

い

て

の

八

大

産

業
を

順

位

別

に

配

列

し
､

そ

の
一

つ

一

つ

を

考

察
し

て

い

る

が
､

こ

れ
に

よ

れ

ば
一

八

五

九

年
に

は

鉄

鋼

業
･

肉

柱

詰

業
の

い

ず
れ

も

表
に

あ

ら

わ
れ

て

こ

な

い

｡

こ

れ

に

対

し
､

一

九
一

四

年
に

は

製
肉
･

肉
権

詰

業
は

首
位
に

立
っ

て

お

り
､

ま

た

鉄

鋼

業
は

四

位
に

上
っ

て

き

て

い

る
｡

P

｢

内
e

日
日
e

→

牢
ロ

d

C
一

C
.

1

0

日
e
∽
､

○

や
C

芹
●

､

や

い

ー

叫
･

(

5
)

J
･

A
･

フ

ィ

ッ

チ

は
一

九

〇
七

年
の

こ

の

調

査

を

通

じ
て

ス

ラ

ブ

人

自
身
の

鉄

鋼
に

お

け
る

特

殊
な

地

位
を

明
ら

か

に

し

た
｡

彼

は

不

熟

練

職

種
が

ス

ラ

ブ

人

に

独

占
さ

れ
た

理

由
に

つ

い

て
､

広
義

に

は

第
一

に

二

〇
世

紀
初

め

ま

で

の

イ
ギ

リ

ス

･

F

イ

ツ

人

の

大

量

移

住

期
が

終
っ

た

段

階
に

鉄
鋼

業
が

飛

躍

的

な

発

展
を

開

始
し
､

且

つ

自

動
操

縦

装

置
が

開
発
さ

れ

て
､

半

熟
練
作
業
が

増
大
し

た
こ

と
､

第
二

に

ス

ラ

ブ

人

ほ

母

国
に

人

夫
供

給

制

度
の

伝

統
が

あ
り
､

ア

メ

リ

カ

の

港
に

着
い

た

ス

ラ

ブ

人
は

容
易

に

人

夫

供

給

業
者
の

手
に

落

ち

て

鉄

鋼

業
に

導
入
さ

れ

た

こ

と
､

第

三

に

若
年
の

ア

メ

リ

カ

人
は

工

場

労
働
を

嫌
い

､

ま
た

ス

ラ

ブ

農
民

出

身

者

は

悪
い

生

活

環
境
に

埋
も

れ

る

の

に

慣

れ

て

い

た
こ

と
､

を

あ

げ
､

ま
た

狭
義
に

は
､

第
一

に

若
い

ア

メ

リ

カ

人

や

西
･

北

欧

系
移
民

に

人

種
的

優
越

感
が

あ
り
､

二

四

時
間

連
続

作

業
の

熔
鉱
炉
重

筋
作

業
な

ど

を
ス

ラ

ブ

人

と

共
に

す
る

の

を

嫌
っ

た
こ

と
､

第
二

に

鉄

鋼

企

業
が

ス

ラ

ブ

人

を
つ

よ

く

要
求
し

た

こ

と
､

な

ど

を

あ

げ

て

い

る
｡

ス

ラ

ブ

人

ら

は
ハ

ン

キ

ー

●

ギ
ニ

ー

な

ど

と

よ

ば

れ
､

ま

た
一

般
に

｢

外

国
人
+

と

よ

は

れ

で
､

そ

の

他
の

白

人
と

区

別
さ

れ

て

い

た

と
い

う
｡

J
･

A
･

句

賢
才

→
F
e

S
t

e

e
-

+

う
U

→

打
e

芦
→
F
e

吋
r

t

芹
甲 .

口

早
【

的

F

S

ロ

ヨ
1

e

ゴ
ー

ど
ー
､

p
p
･

宅
～
-

○

㍗

な

お

こ

の

点
に

つ

い

て

は

稲
上

毅
｢

ア

メ

リ

カ

鉄

鋼

業

労

資
瀾

係
の

史
的

分

析
+

(

上
)
､

『

日

本

労
働
協

会
雑

誌
』

､

一

九

六

九

年
一

二

月

号
を

参
照

さ

れ

た
い

｡

(

6
)

レ

ス

コ

イ

ヤ

ー

は

ロ
･

S
･

ス

テ

イ

ー

ル

の

独

裁
的

人

事

政

策

を

と

く

に

指

摘

し

て

い

る

が

(

勺
e

諾
○

ロ

n
e
-

呂
巴
-

品
e

ヨ
e

n

√

-

n

H
-

s
t

O

召
O
h

J
P

ぎ
1

H

ロ

t

F
e

亡
2.t
e

-

S
t

p
t
e
仏
-

-

00

芸
-
-

巴
N
､

ワ

い

N

-
)

､

そ

れ

は
こ

の

企

業
が
一

九

三

三

年
の

産
業

復

興
法

(

Z

邑
?

ゴ

已

H

ロ
(

F
払

t

ユ
巴

知
e

c

O

d

d
→

y

A
c
t

)

の

通

過

後
､

急
い

で

従

業

員

代
表

制
を

設

け

た

こ

と
で

も

知
ら

れ

る

と

お

り
､

従

業

員
の

声
を

長

い

間

封
じ

た

ま

ま
で

あ
っ

た

(

W
.

G

巴
2

日
仏

呂
､

→

訂
C
I

O

C
F

已
･

-

e
}

品
e

t

O

t

F
e

A
句

r
-

芸
○
､

勺
.

∞

ご
｡

一

方
､

第
一

次

大

戦

直

後

か

ら

従

業

員
代

表
制

を

導
入

し

た

そ

の

他

の

大

企

業
､

い

わ

ゆ

る

｡

E
t

t

-

e

S
t

e

e
-

｡

で

も

独

裁

的

人

事

政

策
は

ほ

と

ん

ど

変
り

は

な
い

｡

こ

の

点

は
た

と

え

ば
一

九
三

〇

年
代

後

半
に

お

け

る

C
l

O

の

組

織

活

動
に

対
し

て

リ

パ

ブ

リ

ッ

ク
･

ス

テ

イ

ー

ル

社

長
ト

ム

･

ガ

ー

ド

ラ

ー

が

堅

持
し
た

鼠

合

排

除
方

針
を

見

よ
(

→
･

芦
G
-

a
-

e
l

∵
ロ

茎
叶

繁
昌
p
S
､

→

訂

A

き
○

ビ

㌻
g

岩
p

す
O
f

ゴ
U

呂

芦

G
-

a
-

e

J

-

掌
中

､

舛
神
村
-
F

く
ー

)

｡

こ

の

時
代

の

鉄
鋼

業
の

労
働
者
の

状

態
に

つ

い

て

は

芦

ロ

U
P

ま
∽
-

｢
p

J
U

→

p

ロ

P

∽
t

2

2
-

､

-

£
山

-

C

F
P
H

羊
H

～
+

コ
ー

､

P

守
○
(

首
､

S
t

e

e
-

≦

岩

旨
e

詔
-

n

A
ヨ
e

ユ
b
p
)

→
F
e

当
じ

出

巨
2 .
〇

ロ

守
ざ

一

票
○
､

C
F
p

早
l
I

こ
.く
-
く
Ⅰ
-

く
l
H
H

-
H

メ

舛
H

l
l

に

く

わ

し
い

｡

丁
▲

(

7
)

屠

殺

湯
に

黒

人
が

雇

用
さ

れ
た

の

は
一

八

八
一

年
が

最
初
で

あ

お
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っ

た

と

さ

れ
､

ま
た
､

一

八

九

四

年
に

シ

カ

ゴ

で

ポ

ー

ラ

ン

ド

人

と

黒

人
が

こ

の

業

種
で

最

初
の

ス

ト

エ
フ

イ
キ

破

り
に

使
用
さ

れ

た
｡

以

後
､

内
切
工

組
合
の

組

織
ス

ト

に

対

し
､

漸

次

黒
人

の

ス

ト

ラ

イ
キ

破

り
の

重

要
性
が

高
ま
っ

た

が
､

今

日

の

よ

う
に

大

量
に

雇

用

さ

れ

は

じ
め

た

の

は

第
一

次

大

戦
中
の

労

働
力
不

足
の

時
代
が

画

期

と
な

っ

た
｡

コ

モ

ン

ズ

は

大

企

業
ス

ウ

ィ

フ

ト

社
が

従

業

員
の

鼠

合

化
を

防

止

す
る

た

め
に
､

作

業

中
の

会

話
を

し

な
い

よ

う
に

人

種
を

完

全

に

混

合

す
る

従

業

員
配

置

政

策
を

と
っ

た

興

味
あ
る

調

査
を

紹

介
し

て

い

る
｡

ロ

戸

C
-

p

号
O

n

巴
-

P

G
.

S
一

宮

ロ
t

已
F

e
】

】
-

望
p

の

打

W
O

詩
e

諾

p

ロ

ト

t

F
e

Z
①

司

q

已
○

己
.

-

巴
♪

p
.

N

宝
.

三

巨
大

企
業
の

確
立

ア

メ

リ

カ

経

済
史
の
一

つ

の

大
き

な

局

面

は

小

企

業
相
互

の

競
争
が

急
激
に

大

企

業
の

出
現

を

も

た

ら
し

た

特

徴
に

あ

る
｡

コ

モ
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八
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八

～

一

九

〇
二

年
と
一

九
二

六

～
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第 11 表 企 業 合 同 に よ る 消 滅 企 業 数 と

合 同資 本金 額 ( 18 9 5 - 19 2 0)

( 鉱 ･

工 柔)

合 同 資本 金額消 滅企 業 数年 代

8 35 .8

5
,
6 6 8 . 8

1
,
0 2 8 . 9

7 1 8 .5

8 6 8 .1

1
,
3 0 7 .1

2
,
3 2 4 ,5

1

0

5

受
U

O
ノ

3

0

0

4

5

7

2

0

8

4

4

3

5

3

3

3

4

2

1 8 9 5 一 } 1 8 9 8

1 8 9 9 ” 1 9 0 2

1 9 0 3 ノ ー 1 9 0 6

1 9 0 7 ′ } 1 9 1 0

1 9 1 1 ′ 〉 1 9 1 4

1 9 1 5 ′ 〉 1 9 1 7

1 9 1 8 ′ - 1 9 2 0

備考 . 資本金額 の 単位 ほ 1 0 0 万 ドノレ .

出典 : R al p も L . Ⅳ e l s o n
,
M e r g e r X o v e m e n t s

i n A m e r i e a n I n d n st r y 1 8 9 5- 1 9 5 6 , 1 9 与9 , p .
3 7 か ら作成 .

∂∂β

(

9
)
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橋 論叢 第 六 十 三 巻 第 五 号 ( 12 )

第 14 表 ア メ リ カ 大 企 業 の 年次 別 企 業 合 同 (製 造 業 1 0 0 社)

備
考

ア メ リ カ ン 煙 草 ( 18 95 - 1 9 0 4) , レ イ ノ ル ズ 煙 草 ( 18 9 5 - 1 9 〇4)
L & M 煙 草 (1 8 9 5 - 1 9 0 4) , デ ュ ポ ン (1 8 9 5 - 1 9 0 5)

ス ウ ィ フ ト (1 9 00 ー1 9 0 5) , ボ ーデ ン ( 18 9 9 - 1 9 0 4)

R C A ( 1 9 2 9 - 1 9 3 4) , ア メ ワ カ ン ･ サ イ ア ナ ミ ド( 1 9 2 9 - 1 9 3 4) ,
ナ シ ョ ナ ′レ ･ デイ リ ー ( 1 9 2 5 - 1 9 3 0)

企 業数

1 2

3

1

4

1

2

1 3

3 7

1 0 0

年 代

1 8 9 4 以 前

1 8 9 5 ′ _ 1 8 9 8

1 89 9 ′ } 1 9 0 2

1 9 0 3 ′ } 1 9 0 6

1 9 0 7 ノ } 1 9 1 0

1 9 1 1 ′ 〉 1 9 1 4

1 9 1 5 - 1 9 1 7

1 9 1 8 - ･1 9 2 0

1 9 2 1 ” 1 9 2 9

1 93 0 ”

企 業合 同 な し

計

1 00 掛 王 1 9 5 5 年 現在 の も の を 使用 ･ 備考 は主要合同完成年 を と り
, 年代 ほ主要合同開始年 で

備考 . 大企業

区分 した .

出典 : R a lp ll L ･ Ⅳ e l s o n
,
O p ･ C it り p p . 1 5 4 - 1 5 5 .

第
1 2
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1 3

表
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第 15 表 主 要産業 の 月 間 雇用 労働者変動 ( 1 9 2 3
- 1 9 3 1 平均)

t石準攣 自動車
8 1

鉄 鋼

9 7

煙 草i芸
子

馴芸
人

霊l 建築学肉経詰業
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9 6

9 5
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月 次

-
.

〇

7

7

-
.

〇

1

3

/

b

r

J

O
ノ

】7

8

0

0

0

0

0

q
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

q
′

q
ノ

l

l

l

l

l

5

2

′

b

⊂
J

っ

J

一
1

〇

〇

〇

7

0

1

1

1

0

0
ノ

0
ノ

0
ノ

l

l

l

l

l

1 00
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1
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1

1

1

1

1

1

1

1

8 6

1 0 2

1 1 6

1 2 8

1 07

8 9

7 7

7 3

9 1

1 1 0

1 1 6

9 5

9 6

9 2 【 1 0 3

1 0 9

1 0 6

9 0

8 8

1 0 1

1 0 3

1 0 7

1 0 3

9 9

9 2

9 9

9 3

9 7

9 3

9 8

1 0 1

9 9

9 9

1 0 5

1 0 8

1 0 9

1 0 7

0

0

0

0

1

1

9 8

9 9

1 0 0

1 0 2

1 0 5

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

1

2

3

4

5

′

b

7

8

0
ノ

O

1

2

1

1

1

241 . 21 2 .11 3 .25 .34 .92 .4平均 偏 差

415つJ4 35 52 11 71 0範 囲

備 考 . 建 築業i王建築受注実射給金額 を と り , 個 Iますべ て雇用労働者数 を と っ た
･

出典 : S . E 甘 ヱn et ち 鮎 a s o n a l V 且 Ti a t i o n i n I n 山 st r y a n d T r a d e , 1 9 3 3 , A p p e n di x I ･ p ･ 4 0
1
･ p p ･

4 1 4 一 - 4 1 5 .

t

O
→

叫

○
{

P
p

ど

:
β

旨
e

q
ロ

冨
P

哲
P

訂
s
､

く
○
-
･

H

こ
苫
00
･

(

9
)

声

｢
ウ

訂
-

∽

○

ロ
､

呂
2

1

叩
e
l

呂
○

く
e

m
e

已
∽

こ
ロ

声

m
e

ユ
O

P
ロ

ー

n
(

F
∽
t

l

y

-

00

ま
～
-

温
か
､

-

浩
¢
】

ゃ
ゃ

い

1
叫
･

労
働
移
動
と

労
働
移
動
率

ア

ル

マ

ン

は
一

八
五

〇
～
一

八

九

〇

年
代
の

労
働
移
動
の

は

げ
し

さ

に

注
目

し
､

こ

の

時
期
の

労
働
移
動
率
は

第
一

次

大

戦
後
よ

り

高
か

っ

た

こ

と

を

指
摘
し
､

そ

の

理

由
を

西
部
へ

の

移
動
､

定

着
的

人

事
政

策
の

欠

如
､

労

(

1 0
)

働
配
合
の

移
動

減
少

政

策
の

欠

如
に

求
め

た
｡

労
働
移
動
に

つ

い

て

時
系
列

的
な

把

捉

が

お

こ

な

わ

れ

た

の

は
一

九
二

〇

年
代

後
半
で

あ

り
､

そ

れ

以

前
に

つ

い

て

は

個
々

の

個

別
調

査

に

俵

(

1 1
)

存
す

る

ほ

か

は

な
い
｡

そ

の

前
に
､

労
働
移
動
の

主

要
な

原

因
の
一

つ

と

し

て

起
る

企
業
の

雇
用

政

策
を

見
て

お

か

ね

ば

な

ら

な
い
｡

第
1 5

表
は

主

要
な

産
業
に

つ

い

て

月

間
の

雇
用

変
動
を

見
た

も
の

で

あ

る

が
､

こ

れ

に

よ

れ

ば

季
節

変
動
が

は

げ

し
い

の

は

婦
人

服
製
造
･

建

築
業
･

自
動
車
製
造

業
で

あ

り
､

そ

れ

ぞ

れ

特
徴

的
な

幅
の

変

動
を

示
し

て

い

る
｡

ま
た

逆
に

石

油
精
製
業
に

は

ほ

と

ん

ど

季

だ

J

節
約

変
動
が

な

い

し
､

肉
確
詰
業
も
こ

れ

に

近
い

こ

と

が

分
る
｡

朗



一

橋論叢 第 六 十 三 巻 第 五 号 ( 1 4 )

第 16 蓑 1 05 製 造 業工 場に お け る 労働移動率 (1 9 1 2 ” 1 9 1 5)

離 職 者 数平 均労働者数工 場 数労働移 動 率

3 0
,
0 1 4

1 0 5
,
8 5 7

2 2
,
4 1 6

4 1
,
8 1 4

1 9
,
5 2 3

6
,
2 1 9

9 9

1 2
,
7 8 8

6 9
,
7 9 7

2 4
,
9 1 3

6 0
,
0 2 1

3 8
,
7 5 6

1 9
,
0 2 9

7 3 4

1

0

q
ノ

1

0

0

1

5

1

3

2

1

1

2 2 5
,
9 4 22 2 6

,
03 81 0 5

2 0 0 %
一

1 0 0 - 2 0 0 %

8 0 ′ - 1 0 0 %

6 0 ′ - 8 0 %

4 0 ･ - 6 0 %

2 0 ” 4 0 %

2 0 % 未満

計

億 考 ･ 資 料軌 エ ロ ･ S ･ C o n m i s si o n o n I n d t l St ri a l 且 e l a t i o n s か ら
と り , 1 0 5 エ 勤 王ほ と ん ど の 製造業 を ふ くむ . 移動率 の 最大は 3 4 8 パ
ー セ ン ト

,
最低は 8 パ ー セ ン ト

p a e t o r y 工一a b o r ,

( 1 9 0 8 - 1 9 1 4)

出典 : S 11 m n e r E . Sli 血 t e r
,
T il e T u r n o v e r o f

l g 1 9
, p . 2 2 .

第 1 7 表 金 属加 工 工 場 に お け る 労 働移動

年次! 年初 の 労
働 者 数

同左 の 離
職 率

同左 の 年
内 離職者

年間新規
雇 用 人 員

3

′
L

U

4

0

1

4

8

3

て
J

O

O

5

0
ノ

q
ノ

3

5

′

h
U

O
ノ

0
ノ

8

っ
J

7

1

2 8 .8 %

3 8 . 6

4 2 . 1

3 1 .8

4 0 .6

4 9 .0

4 3 5

9 1 6

08 3

4 9 8

1 4 3

0 9 7

1 2 2 1 2 6 .1

2

4

3

0

0

0
ノ

9

1

7

7

′

D

1

3

5

っ

J

5

5

8

2

1

2

2

1

2

2

4 6 8

1 9 0 8

1 9 0 9

1 9 1 0

1 9 1 1

1 9 1 2

1 9 1 3

1 9 1 4

出典 : S l i c b t e r
,
O p . C it . , p

. 5 1
.

は

ス

リ

ク

タ

ー

の

業
績
で

あ

る
｡

そ

ガ
】

へ
)

の

綜
括
表
が

第
1 6

表
で

あ

り
､

調

査

は

ほ

と

ん

ど

す
べ

て

の

製
造

業
の
一

〇
五

工

場
､

平
均

労
働
者

数
約
二

三

万

人
に

お

よ

ん

で

い

る
｡

こ

の

表
に

ょ

れ

ば
､

労
働
者
の

離

職
率
が

年
間

一

〇

〇

%

以

上
に

お

よ

ぶ

企

業
が

工

場
数
で

四

〇
パ

ー

セ

ン

ト
､

離
職

者

数
で

六

〇
パ

ー

セ

ン

ト

に

及
ぶ

こ

と

が

分
り
､

労
働
移
動
率
の

は

げ

し

さ

を

よ

く

あ

ら

わ

し

て

い

る
｡

第
1 7

表

は

そ

の

中
の

金

属

加
工

工

場
の
一

つ

を

年
次

別
に

見
た

も
の

で

世

紀
の

転

換
点
か

ら

第
一

次

大

戦
直
前
ま

で

の

時
期
の

移
動

率
の

低
い

場
合
の

例
を

変
動
の

は

げ
し

い

と

こ

ろ

で

は

解

雇

二
時
解

雇
･

新
規

雇
用
が

始
終
お

こ

な
わ

れ

る

か

ら

産
業

別
の

移
動

率
が

き

わ

め

て

高
い

こ

(

1 2
)

と
は

当

然
で

あ

ろ

う
｡

労
働
移
動
率
の

高
さ

と

そ
の

内
容

一

九
二

〇

年
代

以

前
に

生

産
労
働
者
の

移
動
に

つ

い

て

最
も

広

汎

な

調

査

を
お

こ

な
っ

た

の

示

す
が
､

こ

れ

に

よ

れ

ば

移
動
率
は

年
に

よ

っ

て

は

こ

の

低
い

エ

揚
で

も

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

近

く
に

な
る

こ

と

が

分

る
｡

労
働
移
動
率
は

職

種
別
に

か

な

り

異
な

る

ほ

ず
で

あ

る
｡

第
1 8

表
は

調

査
の

う

ち
一

表
に

ま

と

め

う

る

例
を

あ

げ
､

こ

れ

に

ア

リ

ブ

ザ

ン

ダ

ー

の

お

こ

な
っ

た

調

査

を

つ

け

加
え

た

も

の

で

あ

る

が
､

:

阜



( 15 ) 一

九 世 紀末 ” 一

九 二 ○ 年代 の ア メ リ カ 労 働史 の 統 計 的 概 観

第 1S 表 職 種別 労 働移 動率

自 動 車 用
エ ン ジ ン

工 場( 1 9 1 2)i 三晶岩男琴l
造 船 所

( 1 9 1 5) l空義盈琴≒
16 農 機 械
工 場( 1 9 1 6)

熟 練 ‡院 種

半 熟 練 職 種

不 熟 練 職 種

3 6 .9

6 1 .9

1 7 9 .0

4

′

0

′

q

O

O

3

1

2

8

1 4 ” 3 8

6 0 ～
･1 2 6

1 5 9 ′ } 1 9 7

2 2 .6

6 5 .6

2 5 0 .5

1 0 4 .2

8 7 ” 1 1 2

8 4 .0

合 計基 礎人 員 1 6 6 0 5
,
1 9 9 2 0 3 1 4 0

,
8 2 1

備考 . 1 . 造船所 の 例 で ほ熟 練職種 の うち , 機械職場ガ; 1 4 パーセ ン ト , 聖職場カ'; 1 9 パ ー セ ン ト 電気工 が

3 2 パ ー セ ン ト , 屋外機竣工ガ; 3 8 パーセ ン ト , 半熟妖職種 で は鋲 打工 カ､; 6 0 パーセ ン ト , 火夫カ､こ 1 2 6
パーセ ン ト 不急鰊職種で ほ 屋外労働者が 1 5 9 パ ー セ ン ト , 倉庫 番方こ 1 9 7 パーセ ン ト
2 . 轢械 1 6 工場 の 例 で は上級政務 ボ 1 1 2 . 8 パーセ ン ト 下巌職務示 8 7 . 5 パーセ ン ト

出典 : 横械 1 6 工 場Fま 址 . Ⅴ . A l e x a n d e r
,
p e T S O n n e l a n d E m p l o y m e n t P r ob l e m s , i n A n n a l s o f

A m e ri e a n A e a d e m y of P ol it ie a l a n d S o ei a l S ci e l l e e , ▼ 01 . L X V , 1 9 1 6 , p . 1 3 6 ; そ の 他ほ

S l i e もt e T
,
O p.

ei t .
, p . 5 8

,
5 9
,
6 0
,
8 3 .

第1 9 表 職 種別 ･ 勤続年数別労働者 ( 単位 % )

( 1) 鉄 鋼 業

勤 続 年 数

2 年未満 2 ･ - 5 年 6 ′- 1 0 年 1 1 ′ - 2 0 年 2 1 年 以 上

熟 練 職 種

半熟練 職 種

不 熟練職種

5

3

0

0

2

8

91

1

3

】7

8

2

0

2

3

0
ノ

9

】7

0

′

】U

2

2

2

2

8

3

3

3

(
一

口

Q
U

4 7

2

4

′
L

U

4

8

2

3

1

出典 : D e p 乱丁t n e n t O f C o n n e r e e a n d I - al ) O r , L a b o r C o n dit i o n s i n t も e I r o n a n d S t e el I n-
d n st r

y ,
1 9 1 1 p .

4 8 1 .

( 2) 自動車 エ ン ジ ン エ 湯 ( 1 9 1 3)

勤 琴 年 数

1 年 未 満 い
一 5 年 6 年 以 上 平 均 勤 続 年数

全 従 業 員 2 2 .7 4 9 .9 2 7 . 4 i 3 . 6

熟 練 職 種

半熟練職種上叔機械職務

半 熟練職種 下親 機城 職 務

不 熟 練 職 種

0

2

4

q
ノ

0

3

8

3

2

1

1

2

0

′

L

U

O

O

8

1

4

2

3

5

5

′

h
)

0

2

′

q

1

2

5

7

4

4

3

2

1

5

3

】7

8

4

4

3

2

出典 : Sl i 血 t e ち O p . ei t リ p . 粥 .

5 ∂7



一

橋 論叢 第 六十 三 巻 第 五 号 ( 1 6 )

ス

リ

ク

タ

ー

の

調

査
で

は

不

熟
練
職

種
労
働

者
の

移
動
率
が

き

わ

め

て

高
く
､

熟
練
職
種
に

至

る

に

従
っ

て

急
減
し
て

い

る

こ

と

が

知
ら

れ

る
｡

ア

リ

グ

ザ

ン

ダ

ー

の

調

査

は

四

万

人

以

上
の

労
働
者

を

包
含
し
て

お

り
､

熟
練
職
種
に

な

る

ほ

ど

移
動
率
が

逆
に

高
く

な
っ

て

い

る
｡

移
動
率

を

逆
に

考
え

れ

ば

勤
続
年
数
で

見
る

こ

と

が

で

き

る
｡

こ

れ

に
.
つ

い

て

は

い

く
つ

か

の

調

査
が

あ

る

が
､

そ

の

例
を

第
1 9

(

1 3
)

表
で

見
る
｡

鉄

鋼
業
の

例
に

よ

れ

は
､

熟
練
職
種
の

長
期
勤
続
者

は

お

ど

ろ

く
ほ

ど

多
く
､

一

〇

年
以

上
の

者
が

約
七

剖
を

占
め

る
｡

こ

れ

に

対

し

不

熟
練
職
種
ほ

五

年
未
満
が

過

半

数
を

占
め
て

い

る
｡

し

か

し
こ

こ

で

も
か

な
り

の

部
分
の

労
働
者
が
一

〇

年
以

上
の

勤

続
に

属
す
る

こ

と

を

注
目
し

た

い
｡

ま

た

自
動
車
エ

ン

ジ

ン

製
造

工

場
の

例
で

も

同

様
の

事
実
を

知
る

こ

と
が

で

き

よ

う
｡

労
働
移
動
の

原
因

以

上
の

観
察
か

ら

熟
練
職

種
で

は

移
動
し

な
い

層
が

大

部
分

で

あ

り
､

ま

た

半
熟
練
･

不

熟
練
職
種
に

も

か

な

り

定
着
し

た

層
が

あ

る

こ

と

が

分
る
｡

そ

れ

ゆ

え

に

残
余
の

移

動
者
群
が

出
入

を

き

わ

め
て

は

げ
し

く
く

り

返

し
て

い

る

と

い
ゝ

㌢

こ

と

が

で

き

る
｡

ス

リ

ク

タ

ー

は

労
働
移
動
の

傾

向

を

分

析
し
､

季
節
産

業
に
一

時
解
雇
が

多
い

こ

と
､

児
童
労

働
者
ほ

ど
一

時
解

雇
が

多
い

こ

と
､

賃
金

率
が

低
い

ほ

ど

自
己

退

職
が

多
い

こ

と
､

第 20 表 離 職理 由別 労 働者移動 ( 1 9 1 3 ” 1 9 1 6)

( 1) ゴ ム 製晶 製造 工 場

1 9 1 5 ‡ 1 9 1 6理 由1 1 9 1 3 1 1 9 1 4

2 3
,
1 2 4

5 3 7

1
,
7 4 9

5
,
0 3 7

8 06

9 0 1

4
,
1 7 6

2
,
1(i7

6 9 5

1 9
,
1 6 1

2
,
09 9

2
,
6 41

退 職

一

時解雇

解 雇

7
,
0 3 8 】 6

,
7 4 4 f 2 6 ,6 1 0計 i 2 3 ,9 0 1

( 2) 金 属加 工 工 場

/

h
)10ノ151q/l1 9 1 4

2

0

8

5

3

3

2

3

1

7

2

2

1

0

4

∠

U

l

2 1 2 事 4 9 5

3

1

5

4

っ
J

5

7

1
+

1 9 1 3

8

2

4

5

3

3

′

-U

7

2

1

5 0 9 】 2 6 3

理 由

退 職

一 時解 雇

解 雇

不 明

計

備考 ･ 1g 1 3
,
1 9 1 6 年 ほ好況 の 年, 1 9 1も 1 9 1 5 年 ほ 不 況の 年 .

出典 : Sl i e 五t e r , O p . C i t . , p .
1 0 1 .

5 占β

一

般
に

自
己

退

職
の

万
が
一

時
解

雇
よ

り

多
い

こ

と
､

解
雇
は
一

時
解

雇
･

自
己

退

職
よ

り

少
い

こ

と
､

な

ど

を

明

ら
か

に

し

た
｡

ま

た
一

九
一

三

～
一

九

〓
ハ

の

小

幅
の

不

況
･

大
幅
の

好
況

時
に

お

け

る

移
動
の

原
因
を

追
求
し

た
｡

そ

の

例
を

第
2 0

表
で

示

す
｡

こ

れ

に

よ

っ

て

ス

リ

ク

ク

ー

は

好
況

期
に

は

不

況

期
よ

り

も

解

雇
･

自
己

退
職
が

多
い

こ

と
､

一

時
解

雇
ほ

好
･

不

況

期
に

関

係

■

F

､

⊥
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が

な
い

と

述
べ

た
｡

好
況

期
に

解

雇
が

多
い

の

は

企
業
が

急
い

で

雇
い

入
れ

る

た

め
､

不

適
当

な

応

募
者
が

あ

と

で

発
見
さ

れ

が

ち

な
こ

と
か

ら

現
わ

れ
､

ま

た

自
己

退

職
が

多
い

の

は

熟

練
労
働
者

は

も
っ

と

よ

い

条
件
を

望

ん
▲で
､

ま

た

不

熟
練
労
働
者
は

不

満
か

(

u
)

ら

退

職

す
る

傾
向
が

あ

る

こ

と

を

明

ら
か

に

し

た

の

で

あ

る
｡

(

1 0
)

｢

q
-

ヨ
巴
-
､

→

訂
巴
旨
○

ご

訂
Z

邑
○

ゴ

巴

ゴ
p

計

C
n
-

O

n
､

-

芝
山

-

や

誌
}

p

p
.

監
T

-
巴
1

･

(

1 1
)

一

九
二

六

年
の

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

生

命
保

険
会

社
の

調

査

を

労

働
省
が

吸

収
し

て

開

始
し

た

と
い

わ

れ
て

い

る
｡

P

P
J
O
∽

g
E
e

J

勺
e

諾
O

n

n
e
-

富
戸
ロ

品
e

ヨ
e

ロ
什
-

○

や

2 .

t
.

}

匂

p
.

い

旨
1
い

い

ー
･

(

1 2
)

｢

労

働
者
が
一

年
を

通

じ

て

加
硫

し
て

雇

用
さ

れ

る

こ

と

は

滅

多
に

な
い

+

(

ゴ

ン

パ

ー

ス

の

証
言
)

亡
･

S
･

H

n

▲
ど
払

{

ユ
巳

C
O

ヨ
m
i

･

邑
○

ロ
ー

河
e

p
O

ユ
∽

0

日

F
p

g
J

く
､

く
l

H
-

や

告
∞
･

例
え

ば

鋳
造
工

易
は

真

夏
と

夏
冬
は
一

-
ニ
ー

ケ

月

間

閉

鎖

さ

れ

た
｡

l
･

勺
･

句

3
叫

p

ロ

P

1
.

戸
C
O

ヨ

m
O

ロ
∽
､

C
O

ロ
○
-

-

㌻
t
i

O

n

i

ゴ

旨
e

∽
t

O

く
0

Ⅰ

β

み

仁
∽
t

→

さ

亡
.

押

出

弓
e

呂
○

巾

P
P

ぎ
J

せ

已
-

e
t

-

ロ

Z
〇
一

ひ

N
-

-

苦
か
.

自
動

車
で

は

毎
年
六

月
か

七

月
に

三
｢

ル

･

チ
ェ

イ
ン

ジ

の

期

間
が

は

じ

ま

り
､

大

量
の

一

時
解

雇
が

お

こ

な

わ

れ

た
｡

C
･

弓
･

ヨ
)

仁

n
t

已
ロ
ー

q
n
叫

O

n

G
仁

y

-

窒
¢
-

p

き
･

フ

ォ

ー

イ

で

は
モ

デ
ル

･

チ

ェ

イ
ン

ジ

期
間

に

入

る

直

前
に

全

員
を

解

雇
し
､

工

場
を

閉
鎖
し
､

エ

易
を

再

開
す

る

さ

い

に

は

新

規

雇

用
と

し

て

最
低

賃
率
で

再

雇
用

す
る

の

が

習

慣

で

あ
っ

た
｡

H
.

宮
口

n
e

ヌ

弓
①

Z
①

く
e

り

C

巴
-

①

P

拭
i

ヨ

H
e

n
→

¥

-

¢

㌍
､

p
勺
.

-

○

00

ー

冒
や
●

第 21 表 ア メ リ カ の 労働組合員数 (1 8 9 7 ′ - 1 9 3 5)

( 単 位 1 00 0 人)

労働組 合舶
ち A

設年次
ち A F L

入
年次

2
,
9 2 6

2
,
8 6 6

2
,
8 7 7

2
,
8 0 4

2
,
8 1 3

2
,
8 9 6

2
,
9 3 4

2
,
9 6 1

2
,
8 9 0

2
,
5 3 2

2
,
3 1 8

2
,
6 0 8

3
,
3 1 7

2

′

q

q
′

2

7

0

っ

J

3

8

4

3

q
′

0

2

3

1

0

4

8

4

0
ノ

5

A
T

7

0

q
′

∠

U

5

5

5

5

4

4

3

3

1

q
/

′

h
)

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

っ

J

3

1 9 2 3

1 9 2 4

1 9 2 5

1 9 2 6

19 2 7

1 9 2 8

1 9 2 9

1 9 3 0

1 9 3 1

1 9 3 2

1 9 3 3

1 9 3 4

1 9 3 5

1
,
5 6 2

1
,
7 6 2

1
,
7 7 0

1
,
9 9 6

2
,
02 1

1
,
9 4 6

2
,
0 7 3

2
,
3 7 1

2
,
7 2 7

3
,
2 6 0

4
,
0 7 9

3
,
9 0 ∠

3
,
1 9 6

1

3

2

′

q

7

っ

J

3

1

7

5

8

1

7

1 4

3 4

45

7 1

鵬

58

7 7

0 6

4 6

1 2

0 4

7 8

0 2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

4

5

J
7

4

1 9 1 0

1 9 1 1

1 9 1 2

1 9 1 3

1 9 1 4

1 9 1 5

1 9 1 6

1 9 1 7

1 9 1 8

1 9 1 9

1 9 2 0

1 9 2 1

1 9 2 2

ち A F L

入
次年

2 6 5

2 7 8

3 4 9

5 4 8

7 8 8

1
,
0 2 4

1
,
4 6 5

1
,
6 7 6

1
,
4 9 4

1
,
4 5 4

1
,
5 3 9

1
,
5 8 7

1
,
4 8 3

4 4 7

l

l

q
/

5

′

b

4

3

2

7

0

1

/

b

O

l

′

b

2

7

1

【

ノ

2

0

8

3

0

5

6

8

･

J
一

【

㍉

q
｢

. 〇
ノ

刀
′

q
｢

♪

1

け

.〇
一

l

l

1

2

2

1

2

2

2

7

8

9

0

1

2

3

4

5

′

b

7

0

0

9

q
′

9

0
ノ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

8

8

0
ノ

0
ノ

q
/

0
ノ

0
ノ

q
′

q
′

0
ノ

0
ノ

0
ノ

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

∂∂合
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第 22 表 労働組 合組織率

( 単位 % )

1 9 2 0 】 1 9 3 01 9 1 0

3

1

q
ハ

n
ul

1 7 .5

1 9 . 4

8 .6

9 .9

組 織 率( 労 働 力 人 口 中)

観 織 率( 非 農 業労 働者 中)

′

n
)

′

b

′
】

ロ

q
ノ

q
/

2

0
ノ

4

3

2

3

8

4

5

0

7

1

9

2

2

1

1

葉

菜

葉

菜ス

信

ピー

造

通

サ

釦こ

製

運 輸

商 業 ･

出典 : L ･ W o l n a n
･
E b b a n d f

-

1 0 W i n T r a d e V n i o n i s m . 1 9 3 6
リ

第 23 蓑 A F L 加 入 労働組 合 貞, 産業別‾( 1 9 1 5 - 1 9 2 9)
( 単位 1∝対 人)

1 9 2 91 9 2 31 9 2 01 9 15

2
,
5 8 3 l 5 ,0 4 8 】 3 ,6 2 2 t 3 ,4 4 3合 計

工

0
ノ

2

8

】7
つ

J

-
.

〇

】7
(

古

3

】7

5

5

-7

1

0
ノ

1

5

′

b

′

D

4

3

1

A
T

3

つ
J

2

9

0

0

2

2

1

2

1

5 3 0

7 8 0

9 0 7

2 9 5

2 5 7

1 5 1

7 6

5 6

5 0

1 1

1 8 0

1 0 4

3 7

4 3 9

8 8 8

1
,
2 5 6

3 7 5

8 5 9

1 6 2

1 8 2

1 1 1

5 0

2 5

1 6 2

1 0 1

15 1

3 6 4

5 3 3

5 7 6

1 74

2 2 4

1 0 6

1 1 9

5 7

5 4

2 3

9 8

9 8

2 8

鉱 業

建 設 業

運 冷 通 信 業

衣 料 品

金 属 ･ 機 械 ･

造 船

紙 印 刷

食 品 ･ 醸 造 ･ 煙 草

皮 革 製 晶 ･

靴

化 学 ･

硝 子 ･ 粘 土 製 晶

木 材 ･ 製 材

公 務
･

公 益 事 業

劇 湯 ･

音 楽

按 耗

出典 ‥ L ･ W o l m a n
,
E b も a n d F l o w i n T T a d e l J n i o 】1i s m

,
1 9 3 6 .

(

1 4
)

S
･

ロ
S
-
-

○

ど
e

♪

の
ー

ヘ
リ

→
ビ
e

→
ロ
叫

ロ
○
づ
e

H

O

f

句

邑
ど
→

y

r
p

ぎ
♪

-

や

ー

や
一

吋

琶
t

H
-

H
I

I
.

労
働
組
合
鼻
と

組
織
率

ア

メ

リ

カ

の

労
働
組
合

員

数
に

つ

い

て

は
一

八

九

七

年
か

ら

年
々

の

絵
数
が

把

握
さ

れ

う
る
｡

第
2 1

表
は

一

九

三

五

年
す

な
わ

ち
ニ

ュ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

の

下

で

C

I

O

が

A

F

L

か

ら

分

裂
す
る

ま
で

の

組

合
員
数

(

1 3
)

例

え

ば

炭
坑

夫
の

例
に

つ

い

て
】

芦

く
.

R
-

e
O

打
-

呂
i

ロ
e

諾
P

日

中

宣

告
品
e

日
e

n
t

こ
巴
♪

p

p
･

-

誅
～
-

芦
一

九

世

紀
末
の

建
築
･

磯

城
･

硝

子

な

ど
の

熟
練
労

働
者
に

つ

い

て

は

→
.

呂
P

y
e

り
ー

∽
○

ヨ
e

C
F

賀
p
O
t

e

ユ
払
t

ど
s

O
叫

U
n
-

O

n

呂
e

ヨ

訂
諾

訂
t

F
e

-

00

00

○

∽

p

n
P

-

∞

苫
∽
･

こ
n

J
P

b
U

→

㌍
-

s
t

O
→

ご

く
○
-
･

h
-

Z
O

+
こ
宗
一

の

研

究
が

あ
る
｡

と
A

F

L

加

入

組
合
の

組
合

員
数
を

示

す
｡

労
働
組
合
の

労

働
者

に

対

す
る

組

織
率
に

つ

い

て

は

ウ
ォ

ル

マ

ン

に

よ
っ

て

第
2 2

表
の

よ

う
な

数
字
が

作
成

さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

表
に

よ
っ

て
一

九

〇

〇

年
代
に

達
成

さ

れ

た

組

織
率
が

第
一

次
大

戦
中
に
一

挙
に

増
加
し

た

こ

と
､

ま

た
一

九
二

〇

年
代
に

は

再

び
一

九

〇

〇

年
代
の

覿

織

ー

ノ
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第 24 表 A F L 加 入 労働観合 貝, 産業別 配 分比 (1 9 1 0 ” 1 9 2 9)

J L

( 単位 % )

1 9 2 3 1 1 9 2 91 9 1 4 1 1 9 2 01 9 1 0

9

7

6

.3

5

7

9

年

.1

4

2

9

0

4

7

′

b

5

′

D

7

4

1

1

1

0

7

3

1

4

2

2

′

b

5

0

1

1

2

1

5

4

3

0
ノ

9

1

5

4

1

-
.

〇

8

7

4

2

1

1

0

4

2

1

5

1

2

2

】7
′

q

O
ノ

一
丁

O

2

′

b

2

0

】
.

〇

2

0

0

-7

8

7

4

7

7

3

3

2

1

爪

U

3

2

3

-
･

⊃

1

2

9

9

A
T

l

′

D

2

1

9

4

4

1

0
ノ

4

0

0

5

0

0

A
T

4

2

2

0

3

3

1

】7

1

2

2

0

0

4

⊂
J

′

h
U

2

2

7

2

8

3

7

8

0

0

0

2

1

2

4

0
ノ

4

5

2

2

1

2

2

1

′

0

1

2

2

鉱 業

建 設 業

運 輸 通 信 業

衣 料 品

金 属 ･ 機 械 ･ 造 船

紙 印 刷

食 品 ･ 醸 造 ･ 煙 草

皮 革 製 品 ･ 靴

化 学
･ 硝子 ･

粘 土 製晶

木 材 ･ 製 材

公 務
･

公 益 事 業

劇 場 ･

音 楽

織 推

そ の 他

0∩"01∩
)0011 0 0 .O 1 1 0 0 .01 0 0 .0計

出典 : L . W o l m a n
,
E b b a n d F l o w i n T r a d e l J n i o n i s m

,
1 9 3 6 ,

率
に

戻
っ

た

こ

と
､

さ

ら
に

製
造

業
に

お

け
る

組

織
率
が

き

わ

め

て

低
か
っ

た

こ

と
､

な
ど

を

知
る

こ

と
が

で

き

る
｡

第
2 3

表
は

A

F

L

加

入

組
合
員
に

つ

い

て

の

そ

の

産

業
別

配

分
を

示

す
｡

A

甘

L

加

入

組
合
員
は

全

労
働
組
合
員
の

八

割
内

外
を

占
め

る

か

ら
､

こ

れ

に

よ

っ

て

そ

れ

ぞ

れ

の

時
期
の

労
働

組
合
員
の

産
業
別

所
属
を

考
え
て

よ

い

だ

ろ

う
｡

第
2 4

表
は

そ

の

百

分
比

を

示

す
が

こ

れ

に

よ

っ

て

こ

の

時
期
の

労
働
組
合
が

建
設
業
･

鉄
道
を

主

力
と

す
る

運

輸
通

信

業
･

炭
坑
･

金

属
鉱

山
か

ら

成
る

鉱
業
に

集
中
し

て

い

た

こ

と
が

分

る
｡

な
お

第
一

次

大
戦
中
の

機
械
工

業
に

お

け
る

異
常
な

組

合
員
の

高
さ
､

お

よ

び
一

九
二

三

年
に

は

そ

れ

が

大
戦
前
の

状

態

な
い

し

そ

れ

以

下
に

戻
.
っ

た

こ

と

を

も

注

目
し

て

お

き

た

い
｡

最
後
に

第
2 5

表
で

こ

の

年
代
の

主

要
な

全

国
組

合
の

組
織
人

員
の

変
遷
を

示

し

た
｡

こ

の

う

ち

男
子

服
組
合
･

鉄

道
機
関
工

組
合
･

保

線
工

組
合

な

ど
ほ

長
く
A

F

L

に

未
加

入
で

あ
っ

た

こ

と

を

注

意
す

る

必

要
が

あ

る
｡

こ

の

表
に

よ
っ

て

炭
坑

取

合
･

大
工

組
合

な

ど
の

組
織
人

貞
の

大
き

さ

か

ら
､

こ

れ

ら

組

(

1 5
)

合
の

主

導
的
地

位
を

予

測

す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

(

1 5
)

こ

れ

ら
の

点
に

つ

い

て

は

拙

著

『

ア

メ

ワ

カ

労
働
組

合
の

.▼
⊥

構
造
』

日

本

評

論

社

昭

和

四
二

年
で

考

察
し

て

お

い

た
｡

甜
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第 25 表 主 要全 国 組合 の 組合員数 変遷 ( 1 9 1 5 ” 1 9 3 3)

労 働 組 合 l 壬…甘 い92 0 年 1 92 3 年- ! 1 9 3 3 年∴

ー ナ
‾

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

炭 坑 労

大 工 組

男 子

楽

服 魁

師 組

塗 装

蔚 人

機 械

ホ

ト

電

郵

組 (ロ出 W )

合 ( CJ A )

合 ( A C Ⅶ■A )

合 ( A F M )

工 組 合 ( B P D P )

服 組 合 ( I L G W ロ)

エ 組 合 ( I A 址)

テ ル ･ レ ス ト ラ ン 従 組( Ⅱ R E ロ)

ラ ッ ク 運 転 手 組 合 ( T C W E )

気 工 覿 合 ( I B E W )

便 配 達 夫 組 合 ( N A L C )

製 錬

鉄 道 機

沖 仲

土 建 一

海 員

エ 組

閣 工 範

仕 組

般 労

鉄 道 乗 務

鍛 冶 工

保 線 工

内 切 人

合 ( B I主F)

合 ( B R C )

合 ( I L A )

魁 ( Ⅱ C L)

組 合 (I S t り

貞 組 合 ( B R S C )

組 合 ( B B F )

組 合 ( B M W E )

組 合 (班C B W )

2 8 3
,
2 5 4

2 3 1
,
7 0 0

1 7 3
,
7 0 0

9 8
,
0 0 0

8 1
,
6 6 6

7 2
,
7 0 7

7 1
,
9 0 0

6 1
,
9 3 2

59
,
0 0 0

3 6
,
2 0 0

3 3
,
1 9 4

3 1
,
2 0 0

2 9
,
3 0 0

2 5
,
0 0 0

2 4
,
3 9 7

2 1
,
7 0 0

1 7
,
8 0 0

1 2
,
0 0 0

8
,
9 0 0

7
,
3 0 0

誓書萱引
襲】

366
,
0 0 0

3 1 5
,
0 0 0

1 3 4
,
0 0 0

1 0 4
,
0 0 0

1 0 5
,
6 8 6

5 4
,
7 4 0

7 6
,
4 0 0

5 7
,
7 4 3

7 2
,
7 0 0

1 4 2
,
0 0 0

4 9
,
2 8 0

1 9
,
4 0 0

7 6
,
7 0 0

3 4
,
3 0 0

7 0
,
8 0 5

1 7
,
9 0 0

9 6
,
1 0 0

1 0
,
4 0 0

･0 0
,
0 0 0

■0 5
,
8 0 0

8 3
,
0 0 0

0 0
,
0 0 0

5 9
,
3 0 0

2 5
,
0 0 0

6 5
,
0 0 0

2 2
,
7 0 0

7 1
,
3 0 0

9 4
,
1 0 0

5 5
,
0 0 0

1 4
,
2 0 0

5 9
,
2 00

2 3
,
4 0 0

5 2
,
10 0

6
,
0 0 0

6 0
,
0 0 0

5
,
0 0 0

2 7
,
8 0 0

1 1 .1 0 0

備考 ･ 1 91 5 ” 1 6 年 の 数字 は 明 らか な 方 の い ず れカゝ の 年度 を とり , 両年度 の 数字が あ る場合l 王多い 方を と っ た .

な お該 当年 次に 報 告カ､; え られ ぬ 組合 は除外 し た .

出典 : 各組合 の 年 次報 告 , 役員報告 , 大会議事録 に よ る .

(

川

島

武
宜
･

松
田

智

雄

編

『

国

民

経

済
の

諾

類

型
』

岩

波
書

店

昭

和

四

三

年
に

収

録
)

第
四

節

第
一

次

大

戦

中
の

労

働
組

合

組

織

の

回

復

第

五

節

嵐
の

一

九
二

〇

年
代

第
二

章

大

恐

慌
と

産

業
別

組
合

組

織
の

発

達

第
一

節

大

恐

慌
と
ニ

ュ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

下

の

労

働
政

策

第
二

節

産
業

別

組

合

覿

織
の

発
展

第
三

節

一

九
三

〇

年
代
～

第
二

次

大

戦
の

労

使
関

係
の

統

計
的

概

観

第
三

草

鉄

鋼

産

業
に

お

け

る

労

働

組

合
の

成

立

と

発

展

策
一

節

鉄

鋼

労
働
観

合
(

A
句
｢
)

と

会

社

第
二

節

労

働
組

合
の

全

国

組
織

の

成

立

第
三

節

労

資
対

抗
と

組

合

組
織
の

変
容

付

記
｡

『

ア

メ

リ

カ

労
働
観

合

史

研

究
』

と

題

す
る

全
体

構
成

の

な
か

で

の

本

稿
の

位

置

は

次

の

と

お

り

で

あ

る
｡

第
一

革

労

働
覿

合
の

全

国

嵐

織
の

成
立

と

展

開

第
一

節

一

九

世

紀

末
～
一

八
二

〇

年
代

の

労

使
関

係
の

統

計

的

概

観

(

本

稿
)

5 β2



′

爺

こ

( 2 1 ) 一

九 世 紀末 一
一

九 二 ○ 年代 の ア メ リ カ 労働史 の 統 計 的概 観

紅

合

第
二

節

鉄

鋼

労

働
者

組

織
委

員
会

(

∽

W
O
C
)

の

成

立

と

活

動

第

三

節

鉄

鋼

労

働
組

合

(

C
H

O
)

の

成
立

第

四

革

自

動

車

産
業
に

お

け

る

労

働
風

合
の

成

立
と

展
開

策
一

節

自

動
車

労
働
委
員
会
と

労
働
者

組

織

第
二

節

自

動
車
労

働
組

合

(

C
I

O
)

の

発

展

第
三

節

自
動

車

労
働
組

合

(

C
H

O
)

の

内

部

紛

争
と

統
二

第
五

章

職

種
別

組

合
と

そ

の

産

業

別

組

合
主

義
へ

の

転

換

第
一

節

機

械
工

風

合
の

産
業
別

阻

合

主

義
へ

の

転
換

第
二

節

大
工

組

合
の

粗

放
転

換
の

問
題

第

六

革

第
二

次

大

戦

後
の

労

働
観

合
の

発

展

一

第
一

節

第
二

次

大

戦
中
の

労
働
組

合
の

活

動

第
二

節

第
二

次

大

戦
後
の

労
使
関

係
の

統

計

的

概

観

第

三

節

第
二

次

大

戦

後
の

労
働
組

合
の

発
展

と

課

題

(

一

橋
大

学

教

授
)

古β3




